
                                      

（芦北支援）学校 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 
【本校】 

１ 学校教育目標 

ア 児童生徒それぞれの力や特性を見極め、さらに伸ばすきめ細やかな指導を行う。 

イ 一人一人が将来に向けて生活の質を向上させ、自立した生活ができるよう、生きる力を 

持った児童生徒を育成する。 
ウ 児童生徒同士、職員、家庭、地域が共に学び、共に育つよう連携を深める。 

 

２ 本年度の重点目標 

ア 全職員で「Only One の共育」の実現に努め、笑顔に溢れた魅力ある学校づくりを推進する。 

イ 児童生徒にとって安全・安心であり、意欲的に学べる教育環境を整備する。 

ウ 個別の教育支援計画及び個別の指導計画に基づいた授業実践の充実を図る。 

エ 特別支援教育に関する専門性の向上及びセンター的機能の充実に努める。 
オ 卒業後を見据えた進路指導の充実を図り、進路情報の収集と発信に努める。 

 

３ 自己評価総括表 
  評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

 
学校 
経営 
 

職員一人
一人の専
門性向上 
 
 

知肢併設校に基
づいた研修の実
施 

知的、肢体不
自由の領域別
に分れた研修
の充実を図る
。 

・研究部を中
心として、児
童生徒の指導
支援に繋がる
研修を実施す
る。 

 
 
Ａ 

・各学部で指導教諭を招
いての年間３、４回の研
修会や摂食、姿勢指導、
ＩＣＴ研修など児童生徒
の指導支援に繋がる研修
を計画的に実施し、職員
一人一人の専門性向上に
繫げた。 

適切な児童生徒
への指導支援 

セルフチェッ
ク表の活用を
図る。 

・知的障がい
、肢体不自由
児への適切な
指導支援につ
いて職員間で
協議し、日々
の振り返りが
できるように
する。 
・年２回のグ
ループ協議を
行うなど、意
見交換の場を
設定する。 

 
 
Ｂ 

・学部会や下校後の時間
を利用して、児童生徒の
様子や支援方法等につい
て振り返りを行い日々の
改善に努めた。 
・県教育委員会作成の「
不祥事防止チェックリス
ト」や「不祥事防止宣言
書」「飲酒・酒気帯び運
転、交通事故・違反防止
に向けて」を活用し、自
身の行動及び児童生徒へ
の接し方等について振り
返り、未然防止等に努め
た。 

働き方改
革 
 

職員の健康維持
増進 
 

正規の勤務時
間以外の従事
状況記録や衛
生推進委員会
における職員
の負担感の把
握、改善を進
める。 

・毎月１回は
、衛生推進委
員会を実施し
時間外勤務状
況の把握や職
員の負担感、
体調面等につ
いて意見交換
を行う。 

 
 
Ｂ 

・毎月の推進委員会は、
開催はできなかったが、
職員の時間外勤務状況に
ついては、衛生推進委員
や管理職等と確認を行っ
た。夏季、冬季休業日等
は、解錠・施錠時間を設
定するなどして、職員が
意識を持って取り組める
ようにした。 

 
授業 
の充実 
 

PDCAサイ
クルに基
づいた授
業の充実
と改善 
 

適切な指導目標
の設定と指導内
容の選定 

自立活動の個
別の指導計画
を作成し、教
育支援計画及
び個別の指導
計画と連携を
させることで
、系統だった
指導を図る。 

・教務部と研
究部が連携し
、自立活動の
個別の指導計
画作成や授業
改善のための
研修を整える
。 

 
 
Ｂ 

・年度初めに自立活動の
個別の指導計画作成のた
めの研修を実施し、その
後各自で作成、学部や学
級で検討する時間を設け
た。作成した自立活動の
個別の指導計画を指導教
諭に全て評価していただ
き、指導・助言を受ける
研修を学部ごとに行い、



より適切な指導目標の設
定と指導内容の選定に努
めることができた。 

 
 

研修の充実 児童生徒を指
導する際に必
要な知識や手
法、理論など
について様々
な視点から研
鑽を積み、指
導に生かす。 

・専門家や本
校以外の教師
を招いて必要
に応じた研修
を実施したり
、校内の教師
が講師となっ
て持てる知識
や技能を教授
する研修の機
会を設定した
りする。 

 
 
Ａ 

・自立活動の個別の指導
計画作成、各教科、自立
活動、人間行動の成り立
ちについてなど専門性向
上のための研修を必修と
して年度当初や夏季休業
中に行った。また、工具
の扱い方や教材製作につ
いて、運動発達と認知に
ついて、ｉＰａｄの扱い
方についてなどは選択研
修として、希望する職員
に向けて適宜実施するこ
とで年間通して充実した
研修を組むことができた
。 

効果的な

ＩＣＴ機

器の活用 

児童生徒の実態
や業務改善に応
じたＩＣＴ機器
の活用 
 

ＩＣＴ機器の
有用な活用方
法の構築を図
る｡ 
 

・授業実践や
業務等の情報
共有に繋がる
研修内容の工
夫やＩＣＴ支
援員と連携し
た活用を図る
。 

 
 
Ｂ 

・ＩＣＴ機器の活用では
研修会を行うことで、授
業実践や業務改善につな
げることができた。その
結果ＩＣＴに関する職員
の意識が向上し、学校情
報化優良校の認定を受け
ることができた。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア
教育、進
路指導の
充実 
 
 

小・中・高一貫
したキャリア教
育の推進 

児童生徒一人
一人に応じた
取り組みを図
る。 

・キャリアパ
スポートの活
用と振り返り
や自己肯定感
に繋がる活動
を実施する。 

 
 
Ｂ  

・行事や授業等の記録、
振り返りを行い、児童生
徒や保護者、職員がその
軌跡を確認できた。児童
生徒の活動や頑張りを保
護者にも伝えることで周
知に繫げた。 

進路情報の提供
と教育活動の発
信 

保護者への進
路情報を発信
する。 

・面談等にお
いて、保護者
のニーズに基
づいた情報提
供を行う。 

 
 
Ｂ 
  

・進路研修会や「キャリ
ア通信（進路便り）」等
を通して、将来の生き方
や希望に寄り添った進路
の発信ができた。 

生徒 
(生活) 
指導 

意欲的に
取り組む
児童生徒
の育成 
 

児童生徒会活動
の充実 

児童生徒の実
態に応じて役
割を分担し、
主体性や創造
性を高める。 

・児童生徒会
及び各係で活
動できる内容
を計画・実践
する。 
・学校行事等
において、係
分担を友達同
士で協力して
行えるように
計画する。 

 
 
 
Ｂ 

・児童生徒会や各係の活
動は感染症予防のため、
児童生徒が集合しての活
動はできなかったが、学
部毎での実施とした。今
後は状況に応じてより良
い活動を行っていく。 
・発表会のテーマ看板等
をみんなで分担し、計画
的に進めることできた。
製作したものは、児童生
徒一人一人の個性あふれ
る作品となり、よりよい
発表につなげることがで
きた。 

人権教
育の推
進 

人権意識
の更なる
向上 
 
 

人権教育の工夫 
 

人権教育に関
する研修をよ
り促進し、全
職員による同
一テーマでの
研修を新たに
計画し、人権
意識の向上を
図る。 

・人権教育推
進委員会で校
内研修計画の
検討を行う。 
・校内研修で
は、今年度「
水俣病」の職
員研修を計画
し、学部ごと
の意見交換や
現地見学を行

 
 
Ｂ 

・人権教育推進委員会で
は、校内研修について、
４回実施することができ
た。本年度の人権研修の
評価と反省を行い、次年
度の研修につなげる。 
・学部別に「水俣病」に
ついて研修を２回実施し
た。学部毎に現地研修を
行ったり、動画視聴を行
ったりと様々な学びの場



う。 とした。校内での各学部
の取り組みの周知を深め
ることで、さらに互いに
学び合い、深め合う場と
していく。 

「命を大
切にする
心を育む
」指導の
充実と教
師の指導
力向上 
 
 
 

児童生徒の自尊
・他損感情を育
み、命を大切に
する心を高める
工夫 
 

すべての教育
活動を通して
、命を大切に
する心や言動
を育てる。 

・6月に「心の
きずなを深め
る月間」、12
月を「人権週
間」と設定し
、全校集会等
で取り上げた
り、授業実践
を行ったりす
る。 
・各学部児童
生徒の実態に
応じた指導内
容の選定と学
習の工夫を行
う。 

 
 
Ｂ 

・「命の最優先」の共通
理解の基、児童生徒への
指導支援に関わることが
できた。 
・１２月の全校集会時に
は、「ともだち」の大切
さや相手を思いやること
の重要性について学習を
行った。各学部の児童生
徒の実態に応じた題材設
定や指導方法をさらに検
討していく。 
・各学部別に「人権学習
」を行い、学部の実態に
応じて取り組むことがで
きた。日々の学習活動や
学校生活においても、人
権意識を高めていく。 
        

いじめ
の防止
等 

未 然 防

止、早期

発見・対

応・解決

に向けた

迅速な組

織的対応

の構築 
 
 

いじめは絶対に
見逃さない、な
くすという児童
生徒、職員の意
識の高揚 

児童生徒が主
体的に学び、
成就感や自己
肯定感を感じ
られる実践や
お互いを認め
合う集団づく
りを行う。 

・全校集会等
において各学
部の活動紹介
を行う時間を
設ける。 
 
 

 
 
Ｂ 

・全校集会で各学部の取
組を紹介する時間を充分
に設けることができなか
った。今後全校集会以外
でも互いを認め合う機会
を設けていきたい。 

いじめの未然
防止、早期発
見に努める。 

・学期１回の
「心のアンケ
ート」の実施
と個別面談の
結果等をいじ
め防止対策委
員会（年３回
）で、外部専
門家からの助
言を得ながら
共通理解を図
る。課題、改
善策について
は、全職員に
周知し、いじ
め事案に限ら
ず組織で対応
する。 

 
 
Ｂ 

・すべての児童生徒に「
心のアンケート」を３回
実施することができた。 
・本年度いじめ事案に相
当する案件はなかった。 
今後も児童生徒の表情や
動きなど、細やかな表出
に留意し支援していく。 
・夏季休業中にいじめ防
止研修を全職員で行うな
ど「いじめを見逃さない
」「いじめを許さない」
「いじめの早期対応」な
どについて共通理解・認
識を改めた。今後も日々
危機感を持った対応や研
修の機会を設けていく。 

地域 
支援 

センター
的機能の
充実を図
る。 
 
 
 

幼・小・中・高
校等への支援体
制の充実 

地域支援に関
する校内会議
を実施して共
通理解を図る
。 

・地域センタ
ー会議（年２
回）、コーデ
ィネーター会
議（学期１回
）を実施し、
地域の現状に
ついて共通理
解を図る。 
 

 
 
Ｂ 

・各種校内会議を実施し
たことで、地域の小中学
校及び高等学校の現状に
ついて周知することがで
きた。また、近隣の学校
訪問への各主事等の参観
・助言により、地域への
理解が深まった。今後も
組織全体で取り組んでい
く。 

交流及び
共同学習
の継続・
充実と理
解啓発を

計画的な交流及
び共同学習の推
進 

交流のねらい
、方法や内容
等について検
討し共通理解
を図りながら

・学校等連絡
会（年１回）
を開催する。 
・各学部で交
流及び共同学

 
 
Ｂ 

・年度当初に学校等連絡
会を集合型で開き、交流
及び共同学習についての
意義や基本方針を共通理
解することができた。 



図る。 、交流及び共
同学習を実施
する。 

習の目的を確
認し、内容を
検討する。事
後の反省をも
とに次回の学
習計画等に生
かす。 

・オンライン交流や手紙
のやりとりなど、感染症
予防に留意しながらもで
きる形での交流を行うこ
とができた。今後も状況
に留意しながら実施して
いく。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

学校運営
協議会の
充実を図
る。 
 
 

地域の意見を取
り入れた学校運
営協議会の発信 

進路や学習活
動をテーマと
して地域、保
護者等から意
見を聴取し、
校運営に反映
させる。 

学校運営協議
会（年２回）
において、委
員からの意見
を参考にして 
地域との協力
体制を構築す
る。 

 
 
Ｂ 

・コロナ禍のため、書面
での開催としたが、児童
生徒の活動の様子や成長
について周知することが
できた。次年度は、実際
の活動や児童生徒の関わ
りなどを参観いただくな
ど、具体的な助言を得て
いく。 

 

４ 学校関係者評価 
・新型コロナウイルス感染症拡大防止の中であるが、様々な工夫を凝らした授業や児童生徒と楽し
く学習されており、感心している。 

・令和５年度は、私自身もいろいろな行事に参加し楽しみや喜びを共に感じていきたい。 
・「地域とともにある学校」として、誇らしく思う。 
 

 

５ 総合評価 
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、社会状況を鑑みながら行事や学習活動の変更を随時行
い、進めることができた。 

・指導教諭（のべ１３回）を招聘しての研究授業や授業研究会を実施し、職員一人一人の課題解決
や肢体不自由教育専門性の向上に繫がる取り組みができた。 

・交流及び共同学習では、オンライン学習や手紙の交換など、昨年度の内容よりはより児童生徒の
関わりが持てる場の設定を行うことができた。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
【次年度への課題】 
・感染症対策を講じた環境整備、学校行事や校外学習等の実施。 
・ＩＣＴ機器等を活用した授業実践と教職員のスキルアップ。 
・交流及び共同学習の在り方の検討。 
・教職員の専門性の向上に繋がる研修の充実 
・正規の時間以外の従事時間の削減。 
・不祥事防止に研修の実施。 
・職員一人一人が課題意識を持った働き方改革。 
【改善方策】 
・県教委からの通知に基づいた感染症対策の励行。 
・授業実践と校務の効率化に繋がる研修の充実。 
・感染症対策を踏まえた交流及び共同学習の活動内容の周知と実践。 
・校外、校内研修等など、実践に般化できる研修の充実と専門性の向上。 
・毎週水曜日の「ノー残業デー」の徹底、学部、分掌部の業務内容の見直し、改善。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（芦北支援）学校 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 

 
【佐敷分教室】 

１ 学校教育目標 

ア 児童生徒それぞれの力や特性を見極め、さらに伸ばすきめ細やかな指導を行う。 

イ 一人一人が将来に向けて生活の質を向上させ、自立した生活ができるよう、生きる力を 

持った児童生徒を育成する。 
ウ 児童生徒同士、職員、家庭、地域が共に学び、共に育つよう連携を深める。 

 

２ 本年度の重点目標 

ア 全職員で「Only One の共育」の実現に努め、笑顔に溢れた魅力ある学校づくりを推進する。 

イ 児童生徒にとって安全・安心であり、意欲的に学べる教育環境を整備する。 

ウ 個別の教育支援計画及び個別の指導計画に基づいた授業実践の充実を図る。 

エ 特別支援教育に関する専門性の向上及びセンター的機能の充実に努める。 
オ 卒業後を見据えた進路指導の充実を図り、進路情報の収集と発信に努める。 

 

３ 自己評価総括表 
  評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

 
学校 
経営 
 

職員一人
一人の専
門性向上 
 
 

知肢併設校に基
づいた研修の実
施 

知的、肢体不
自由の領域別
に分れた研修
の充実を図る
。 

・研究部を中
心として、生
徒の指導支援
に繋がる研修
を実施する。 

 
 
Ａ 

・指導教諭を招いて４回
の研修会を実施した。特
に数学での授業づくりや
指導、評価方法など職員
間で共通理解を持てたこ
とで、生徒の実態を踏ま
えた授業実践を行うこと
ができた。 

適切な児童生徒
への指導支援 

セルフチェッ
ク表の活用を
図る。 

・知的障がい
、肢体不自由
児への適切な
指導支援につ
いて職員間で
協議し、日々
の振り返りが
できるように
する。 
・年２回のグ
ループ協議を
行うなど、意
見交換の場を
設定する。 

 
 
Ｂ 

・学部会や下校後の時間
を利用して、児童生徒の
様子や支援方法等につい
て振り返りを行い日々の
改善に努めた。 
・県教育委員会作成の「
不祥事防止チェックリス
ト」や「不祥事防止宣言
書」「飲酒・酒気帯び運
転、交通事故・違反防止
に向けて」を活用し、自
身の行動及び生徒への接
し方について振り返り、
未然防止等に努めた。 

働き方改
革 
 

職員の健康維持
増進 
 

正規の勤務時
間以外の従事
状況記録や衛
生推進委員会
における職員
の負担感の把
握、改善を進
める。 

・毎月１回は
、衛生推進委
員会を実施し
時間外勤務状
況の把握や職
員の負担感、
体調面等につ
いて意見交換
を行う。 

 
 
Ｂ 

・毎月の推進委員会は、
開催はできなかったが、
職員の時間外勤務状況に
ついては、衛生推進委員
や管理職等と確認を行っ
た。夏季、冬季休業日等
は、解錠・施錠時間を設
定するなどして、職員が
意識を持って取り組める
ようにした。 

 
授業 
の充実 
 

身につけ
てほしい
力につな
がる授業
づくり 
 
 

計画的な授業計
画、授業実践、
研修の実施 

月１回数学ミ
ーティングを
実施する。 

・習熟度別（
３グループ）
に分れて授業
を行う。 
・数学ミーテ
ィングでは、
実態把握、授
業計画、評価
等を行う。 
・指導教諭に

 
 
Ｂ 

・指導に当たるグループ
別に月一度は、数学ミー
ティングを開いた。授業
づくりや単元計画、評価
等についてミーテｨング
を設けたことで、より生
徒と向き合う時間や個々
の学びについて共通理解
を持つことができた。 
・指導教諭による研修会



よる研修会を
年３回実施す
る。 

を４回定期的に実施する
ことができた。 

 
 

研修の充実 児童生徒を指
導する際に必
要な知識や手
法、理論など
について様々
な視点から研
鑽を積み、指
導に生かす。 

・専門家や本
校以外の教師
を招いて必要
に応じた研修
を実施したり
、校内の教師
が講師となっ
て持てる知識
や技能を教授
する研修の機
会を設定した
りする。 

 
 
Ｂ 

・指導教諭から、生徒の
授業の様子や教材の工夫
指導案等について、細や
かな助言を得ることがで
きた。学習指導要領を基
に、指導を受けたことで
単元の組み立て方や指導
方法、年間計画の立案な
ど日々の実践に生かすこ
とができた。 

効果的な

ＩＣＴ機

器の活用 

児童生徒の実態
や業務改善に応
じたＩＣＴ機器
の活用 
 

ＩＣＴ機器の
有用な活用方
法の構築を図
る｡ 
 

・授業実践や
業務等の情報
共有に繋がる
研修内容の工
夫やＩＣＴ支
援員と連携し
た活用を図る
。 

 
 
Ｂ 

・ＩＣＴ機器の活用では
研修会を行うことで、授
業実践や業務改善につな
げることができた。その
結果ＩＣＴに関する職員
の意識が向上し、学校情
報化優良校の認定を受け
ることができた。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア
教育、進
路指導の
充実 
 
 

卒業後を見据え
た進路指導の充
実 
 

進路学習や現
場実習等を通
した勤労観、 
職業観の深化
及び、個々
に応じた社
会参加に繋
げる。 

・進路相談等
を計画的に実
施するととも
に、卒業後の
進路につなが
る現場実習先
の開拓と進路
学習、現場実
習等を実施す
る。 

 
 
 
Ｂ 

・行事や学習活動等を振
り返り、生徒自身が自己
評価して行く中で、職員
等からの励ましや評価を
伝えることで、生徒が肯
定感や成就感を高めるこ
とができた。 

卒業後を見据え
た進路指導の充
実 
 

進路学習や現
場実習等を通
した勤労観、
職業観の深化
及び個々に応
じた社会参加
に繋げる。 

・卒業後の支
援体制を見据
えた関係機関
等との連携を
構築する。 
 

 
 
Ｂ 

・生徒、保護者面談で卒
業後の支援機関等を確認
し、移行支援の体制作り
を進めることができた。 

生徒 
(生活) 
指導 

意欲的に
取り組む
児童生徒
の育成 
 

生徒会活動の充
実 
 
 
 
 
 
 
 

生徒の実態や
経験等に応じ
て役割を分担
し、主体性や
創造性を高め
る。 

・生徒会及び
各委員会で活
動できる内容
を計画・実践
する。 
・学校行事等
に関わる活動
と常時行う活
動を実践する
。 

 
 
Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 

・校内放送での呼びかけ
や各委員会の常時活動に
取り組むことができた。 
・クリーン作戦等の創意
工夫ある活動に取り組む
ことができたが、生徒が
主体的に立案、計画して
いく取り組みを今後検討
していく。 

生徒主体による
校則の検討、見
直し 
 

生徒会を中心
とした校則の
検討や見直し
の場を設け、
生徒の主体性
や意識の向上
を図る。 
 

・各学期に１
回校則につい
ての見直しや
検討を通して
、自己の生活
態度を振り返
る場を各学期
１回設定する
。 
・保護者の意
向も踏まえな
がら、生徒主

 
 
Ｂ 

・長期休業前に生活態度
を振り返る場を設けたこ
とで、少しずつ意識が高
まってきた。 
・生徒会を中心に校則を
見直し、提案することが
できた。保護者説明会や
アンケート調査等を実施
し、生徒を主体とした校
則の見直しができた。 



体の校則の検
討、変更を行
う。 

人権教
育の推
進 

人権意識
の更なる
向上 
 
 

人権教育の工夫 
 

人権教育に関
する研修をよ
り促進し、全
職員による同
一テーマでの
研修を新たに
計画し、人権
意識の向上を
図る。 

・人権教育推
進委員会で校
内研修計画の
検討を行う。 
・今年度は、
「水俣病」に
ついて、講師
を招いて研修
を計画し、人
権意識の向上
に繫げる。 

 
 
Ｂ 

・人権教育推進委員会で
は、校内研修について、
４回実施することができ
た。本年度の人権研修の
評価と反省を行い、次年
度の研修につなげる。 
・「水俣病」について外
部講師を招いての研修を
実施した。語り部の方か
ら、「命」や「環境」、
「差別、偏見」について
生徒と共に多くのことを
学んだ。日々の学習活動
に生かしていく。 

「命を大
切にする
心を育む
」指導の
充実と教
師の指導
力向上 
 
 
 

生徒の自尊・他
損感情を育み、
命を大切にする
心を高める工夫 
 

すべての教育
活動を通して
、命を大切に
する心や言動
を育てる。 

・6月に「心の
きずなを深め
る月間」、12
月を「人権週
間」とし、外
部講師を招い
て生徒と共に
学ぶ授業づく
りを行う。 
・生徒の実態
に応じた指導
内容の選定と
学習の工夫を
行う。 

 ・「命の最優先」の共通
理解の基、日々生徒の変
容や様子に目を向け、保
護者とも連携を図ること
ができた。 
・外部講師を招いてのＤ
Ｖ未然防止研修では、デ
ートＤＶの事例から、男
女の距離間や思いやりな
ど、命の大切さについて
学習した。その後の授業
においても継続して生か
すことできた。   

いじめ
の防止
等 

未 然 防

止、早期

発見・対

応・解決

に向けた

迅速な組

織的対応

の構築 
 
 

いじめは絶対に
見逃さない、な
くすという児童
生徒、職員の意
識の高揚 

児童生徒が主
体的に学び、
成就感や自己
肯定感を感じ
られる実践や
お互いを認め
合う集団づく
りを行う。 

・全校集会等
において各学
部の活動紹介
を行う時間を
設ける。 
 
 

 
 
 
Ｂ 

・全校集会では、活動紹
介や表彰等を行い、お互
いに認め合う場を設ける
ことができた。「いじめ
をしない」「許さない」
という意識を高めるため
に、日常的指導とともに
授業実践が必要である。 

 いじめの未然
防止、早期発
見に努める。 

・学期１回の
「心のアンケ
ート」の実施
と個別面談の
結果等をいじ
め防止対策委
員会（年３回
）で、外部専
門家からの助
言を得ながら
共通理解を図
る。課題、改
善策について
は、全職員に
周知し、いじ
め事案に限ら
ず組織で対応
する。 

 
 
Ｂ 

・学期１回の「心のアン
ケート」を実施すること
ができた。 
・いじめ防止対策委員会
で協議された内容や外部
専門家委員からの助言等
を全職員に周知し、いじ
めの未然防止と早期発見
を意識した取り組みがで
きた。 
・課題等については、生
徒指導部や職員、管理職
と連携し早期対応や事後
対応に当たることができ
た。 

地域 
支援 

センター
的機能の
充実を図
る。 
 
 
 

幼・小・中・高
校等への支援体
制の充実 

地域支援に関
する校内会議
を実施して共
通理解を図る
。 

・地域センタ
ー会議（年２
回）、コーデ
ィネーター会
議（学期１回
）を実施し、
地域の現状に
ついて共通理

 
 
Ｂ 

・各種校内会議を実施し
たことで、地域の小中学
校及び高等学校の現状に
ついて周知することがで
きた。また、近隣の学校
訪問への各主事等の参観
・助言により、地域への
理解が深まった。今後も



解を図る。 組織全体で取り組んでい
く。 

交流及び
共同学習
の継続・
充実と理
解啓発を
図る。 

計画的な交流及
び共同学習の推
進 

交流のねらい
、方法や内容
等について検
討し共通理解
を図りながら
、交流及び共
同学習を実施
する。 

・学校等連絡
会（年１回）
を開催する。 
・各学部で交
流及び共同学
習の目的を確
認し、内容を
検討する。事
後の反省をも
とに次回の学
習計画等に生
かす。 

 
 
Ｂ 

・年度当初に学校等連絡
会を集合型で開き、交流
及び共同学習についての
意義や基本方針を共通理
解することができた。 
・芦北高校とは、体育祭
や文化祭、各学科との交
流など年間を見通して進
めることができた。特に
文化祭の弁論大会では、
２年生の女子生徒が最優
秀賞を受賞するなど、思
いや考えを発信したこと
で、大きな成就感や達成
感に繋がった。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

学校運営
協議会の
充実を図
る。 
 
 

地域の意見を取
り入れた学校運
営協議会の発信 

進路や学習活
動をテーマと
して地域、保
護者等から意
見を聴取し、
校運営に反映
させる。 

学校運営協議
会（年２回）
において、委
員からの意見
を参考にして 
地域との協力
体制を構築す
る。 

 
 
Ｂ 

・コロナ禍のため、書面
での開催としたが、児童
生徒の活動の様子や成長
について周知することが
できた。次年度は、実際
の活動や児童生徒の関わ
りなど参観いただくなど
、具体的な助言を得てい
く。 

 

４ 学校関係者評価 
・新型コロナウイルス感染症拡大防止の中であるが、様々な工夫を凝らした授業や児童生徒と楽し
く学習されており、感心している。 

・令和５年度は、私自身もいろいろな行事に参加し楽しみや喜びを共に感じていきたい。 
・「地域とともにある学校」として、誇らしく思う。 
・就職後を見据えた体力や継続力、コミュニケーション力の向上、時間を守るなどの日常生活の基
礎・基本をお願いしたい。 

 

５ 総合評価 
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、社会状況を鑑みながら行事や学習活動の変更を随時行
い、進めることができた。 

・指導教諭を招聘しての研究授業や授業研究会を実施し、職員一人一人の課題解決や知的障がい教
育の基礎に繫がる取り組みができた。 

・交流及び共同学習では、芦北高校との行事や学科毎の学習を通して、互いに学び・深めあう貴重
な経験ができている。今後も継続していきたい。 

・大きく教育課程を編制したことで、昨年度よりも正規の時間以外の従事時間が多くなったが、今
年度の課題を整理し職員一人一人が意識を持って削減に当たっていく。 

・いじめ事案については認知件数としては挙がらなかったが、「いじめは起きるもの」と捉え日々
の生徒の様子や保護者連携、職員間の共通理解を図っていく。  

 

６ 次年度への課題・改善方策 
【次年度への課題】 
・感染症対策を講じた環境整備、学校行事や校外学習等の実施。 
・ＩＣＴ機器等を活用した授業実践と教職員のスキルアップ。 
・教職員の専門性の向上に繋がる研修の充実 
・年間指導計画に基づいた、指導計画や授業づくり、学力の定着。 
・個に応じた現場実習先の検討と進路選択、決定の充実。 
・正規の時間以外の従事時間の削減。 
・不祥事防止研修の実施。 
・職員一人一人が課題意識を持った働き方改革。 
【改善方策】 
・県教委からの通知に基づいた感染症対策の励行。 
・個に応じた授業実践と校務の効率化に繋がる研修の充実。 
・生徒の実態や卒業後の生活に即した進路先の決定。 
・校外、校内研修等など、実践に般化できる研修の充実、専門性の向上。 
・毎週水曜日の「ノー残業デー」の徹底、学部、分掌部等の業務内容の見直し、改善。 
 



 


